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▲東中学校の完成予想図

白
石
市
立
東
中
学
校
と
い
っ
名
称
も
決
ま
只
学
校
敷
地
の
造
成
も
間
…
…

㎜
藷
く
完
了
し
歪

東
中
学
校
の
完
成
予
想
図
が
ξ
校
舎
な
ど
の
配
置
も
決
ま
り
ま
し
…
…

㎜
㎜
た
の
で
お
知
り
せ
い
た
し
蓬

…
㎜
事
翻
輪
霧
馨
馨
軽
羅
舗
齢
蝶
録
盤

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
開
校
予

定
の
臼
石
市
立
東
中
学
校
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
地
権
者
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
約
七
万
四
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
、
取
付
道
路
な

ど
を
加
え
る
と
約
七
万
七
千
平
方
メ

ー
ト
ル
の
用
地
と
な
り
ま
す
．
．

　
造
成
設
計
や
地
質
調
査
、
測
量
調

査
な
ど
に
千
九
百
八
十
万
円
の
経
費

が
か
か
の
ま
し
た
。

　
造
成
工
事
は
、
鹿
島
・
平
間
建
設

工
事
共
同
企
業
体
が
三
億
円
で
請
負

い
、
昨
年
の
九
月
十
三
日
に
工
事
中

の
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
工
事
期
限
は
、
六
十
一
年
三
月
二

十
日
の
予
定
で
し
た
が
、
例
年
に
な

い
寒
波
の
襲
釆
、
積
雪
な
ど
乃
、
響

で
工
事
が
延
長
し
、
現
在
急
ビ
ッ
チ

で
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
広
犬
な
土

地
の
利
用
計
画
は
、
校
舎
敷
地
、
運

動
場
敷
地
、
道
路
、
自
然
緑
地
、
駐

車
場
、
自
転
車
置
場
な
ど
に
有
効
に

利
用
さ
れ
ま
す
．
特
に
自
然
緑
地
の

活
用
が
望
ま
れ
る
と
二
ろ
で
す
．
、
．

　
三
月
に
開
か
れ
た
第
二
百
十
七
回

白
石
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
「
自

石
市
立
東
中
学
校
」
と
い
う
名
称
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
校
舎
の
建
設
は
、
七
月
に
着
工
し

六
十
三
年
三
月
完
成
予
定
、
体
育
館

の
建
設
は
、
六
十
二
年
度
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
校
舎
の
概
要
は
、
自
然
環
境
に
マ

ッ
チ
す
る
も
の
で
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
の
つ
な
が
り
、
通
風
、
採
光
、

暖
房
効
果
な
ど
を
考
え
て
、
校
舎
敷

地
の
中
心
に
、
体
育
館
と
プ
ー
几
を

両
サ
イ
ド
に
配
置
し
ま
し
た
。

　
校
舎
に
は
、
普
通
教
室
十
五
、
特

別
教
室
十
、
会
議
室
、
校
長
室
、
職

員
室
、
事
務
室
、
印
刷
室
、
保
健
室
、

資
料
室
、
教
材
室
（
各
階
）
、
放
送
室
、

生
徒
会
室
を
設
け
、
個
々
の
生
徒
の

特
性
を
配
慮
し
た
多
様
な
学
習
指
導

が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
各
階
ご
と
に
設
け
ら
れ
る

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
授
業
の
な
い
時

の
談
話
の
場
、
い
こ
い
の
場
、
伶
品

展
示
場
な
ど
第
三
の
教
室
と
し
で
、
、

学
校
生
活
に
ゆ
と
り
と
潤
い
を
も
た

2
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ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
柔
ら
か
で
温
か
み
の
あ
る
木
材
を

学
校
施
設
に
用
い
る
こ
と
は
、
湿
度

の
変
化
を
緩
和
し
快
適
性
を
高
め
る

な
ど
、
潤
い
の
あ
る
教
育
環
境
づ
，
・

り
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら

全
室
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
（
板

張
）
に
す
る
と
と
も
に
、
適
所
に
木

材
を
使
用
す
る
考
え
で
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
開
校
予
定
で

す
が
、
現
在
の
通
学
区
域
を
再
編
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
数
五
百
四
十

四
名
、
、
h
、
譲
撃
四
程
度
に
な
る
予
く
東
中
学
校
の
配
置
図

定
で
す
。

学校敷地利用計画
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金、

　
下
水
道
は
、
衛
生
的
な
街
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
私
た
ち

の
市
で
も
六
十
三
年
四
月
か
ら
一
部

の
地
区
で
供
用
開
始
の
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
下
水
道
の
使
用
が
始
ま

り
ま
す
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
受

益
者
負
担
金
や
、
下
水
道
使
用
料
な

ど
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
詳
し
い
内
容
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4月から一部供用開始

衛
生
的
な
街
づ
く
り

　
　
　
　
は
下
水
道
か
ら

　
市
街
地
の
中
央
を
流
れ
る
沢
端
川

や
、
私
た
ち
の
家
の
ま
わ
り
の
側
溝

を
見
て
く
だ
さ
い
。
水
は
濁
り
、
嫌
な

に
お
い
が
し
た
り
す
る
所
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
各
家
庭
の
台
所
や
浄
化

槽
な
ど
か
ら
の
汚
水
が
直
接
流
れ
こ

ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　
下
水
道
は
、
こ
れ
ら
の
汚
水
を
す

べ
て
下
水
管
に
集
め
、
終
末
処
理
場

に
送
り
、
き
れ
い
な
水
に
変
え
て
か

ら
川
や
海
に
返
す
た
め
の
施
設
で
す
。

下
水
道
が
完
備
さ
れ
る
と
、
水
洗
ト

イ
レ
と
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源

が
な
く
な
り
、
伝
染
病
の
発
生
も
防

げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
台

風
な
ど
の
大
雨
が
降
っ
て
も
、
道
路

に
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
川
や
海
も
汚
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
下
水
道
は
、
近
代
的
、

衛
生
的
な
街
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な

い
施
設
で
す
。

六
十
三
年
四
月
か
ら

　
　
　
一
部
供
用
開
始
〃
”

　
私
た
ち
の
市
の
下
水
道
整
備
計
画

は
、
延
長
二
五
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
一
、
二
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の

う
ち
事
業
認
可
地
域
と
し
て
、
面
積

四
〇
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
昭
和
五
十
年

度
か
ら
着
工
し
、
昭
和
六
十
年
度
末

現
在
に
は
幹
線
、
枝
線
の
下
水
道
管

の
埋
設
施
工
延
長
は
約
十
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
面
積
は
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
り
、
認
可
計
画
の
約
十
七
パ
ー

セ
ン
ト
が
整
備
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
整
備
し
た
下
水
道
管
は
、
宮

城
県
の
整
備
し
て
い
る
阿
武
隈
川
下

流
域
下
水
道
の
幹
線
に
接
続
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
流
域
下
水
道
の
幹
線
は
、

岩
沼
市
藤
曽
根
地
区
の
県
南
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
汚
水
は
こ
こ

で
処
理
さ
れ
、
き
れ
い
な
水
に
し
て

か
ら
海
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

下
水
道
使
用
料
な
ど
決
ま
る
〃
“

　
下
水
道
の
整
備
に
は
、
多
額
の
経

費
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
税
金
だ
け

で
賄
う
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
ま
た
下
水
道
の
場
合
は
、
道
路

や
公
園
と
異
な
り
、
利
益
を
受
け
る

の
は
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

に
住
む
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

目で見る下水道のしくみ
下
水
道
を
利
用
で
き
る
地
域
の
方
々

に
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
で
き

な
い
地
域
の
人
々
と
の
不
公
平
を
な

く
す
る
と
い
う
の
が
、
受
益
者
負
担

金
で
す
。

　
市
で
は
、
下
水
道
の
供
用
開
始
に

む
け
て
、
こ
の
受
益
者
負
担
金
の
額

や
納
入
方
法
、
下
水
道
使
用
料
な
ど

に
つ
い
て
、
数
年
前
か
ら
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
三
月
の
定
例
市
議
会

で
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す

る
条
例
、
下
水
道
条
例
が
可
決
さ
れ

そ
の
詳
し
い
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。

受
益
者
（
利
益
を

　
受
け
る
方
）
と
は
i

　
原
則
と
し
て
土
地
の
所
有
者
で
す

が
、
土
地
に
賃
貸
借
な
ど
に
よ
る
権

利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
図
の
と
お
り
で
す
。

4

あなた納める人？◎受益者負担金

昭和63年

負
担
金
の

　
対
象
と
な
る
土
地
と
は
！

　
下
水
道
の
整
備
さ
れ
る
す
べ
て
の

土
地
で
す
が
、
負
担
金
を
賦
課
す
る

地
域
は
、
毎
年
四
月
に
そ
の
年
度
の

賦
課
対
象
地
域
を
決
定
し
、
公
告
し

ま
す
。
な
お
農
地
な
ど
の
場
合
は
、

宅
地
化
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
申
請
に

よ
っ
て
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

負
担
金
の
額
は
！

　
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
百
円

（
一
坪
あ
た
り
約
千
円
）
な
お
、
受

益
者
負
担
金
の
算
出
例
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

負
担
金
の
納
入
方
法
は
1

　
五
年
分
割
で
、
一
年
を
四
期
に
分

け
た
通
算
二
十
期
納
付
で
す
。

負
担
金
の
説
明
会
は
！

　
五
十
四
年
度
か
ら
、
各
家
庭
の
敷

地
内
に
公
共
桝
を
設
置
し
た
地
区
か

ら
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。
詳
細

日
程
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
広
報
「
し

ろ
い
し
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

轟
集、胸
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」
『

　
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
や
、
下

水
道
管
の
清
掃
、
修
理
に
は
多
額
の

経
費
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
経
費
の

一
部
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
、
下
水

道
使
用
料
で
す
。

　
使
用
料
は
、
排
出
汚
水
量
に
応
じ

　たとえば、宅地80坪（約264．46㎡）の土地を所有する受益者の

納付額は次のとおりです。

㍗
論
望
f
｝
．

単位負担金　　　　　　土地の面積　　　　　負担金

300円／㎡×264．46㎡≒79，330円

負担金79，330円は20期に分割すると次のとおりです

年額
16，930円

第4朗
3，900円

第3期
3，900円

第2期
3，900円

第i期
5，230円

15，600円3，900円3，900円3，900円3，900円

15，600円

15，600円

3，900円3，900円3，900円3，900円

3，900円3，900円3，900円3，900円

15，600円3，900円3，900円3．900円3，900円

初年度

次年度

3年度
4年度
5年度

て
計
算
し
ま
す
。
汚
水
量
は
、
水
道

水
や
井
戸
水
の
使
用
量
を
基
礎
に
計

算
し
ま
す
。

　
使
用
料
は
、
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
毎
月
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水道水を使用した場合井戸水を使用の場合

額金銚出汚水量

900円10㎡まで

区分

基本
使用料

1㎡にっき
　　95円

1㎡につき
　　100円

1㎡につき
　　110円

1㎡にっき
　　120円

10㎡を超え

20㎡まで

20㎡を超え

50㎡まで

50㎡を超え

200㎡まで

200㎡を超
える場合

超過
使用料

排鐵汚水量認定基準（月量）

8立方メートル1戸2人まで

4立方メートル1人増すごとに

4立方メートル苧谷才曹1f固につき

3立方メートル大便器1個につき

1立方メートル小便器1個につき

4立方メートル大小両用便器1個につき
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ぼ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

⑤

賢
北
日
璽
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
旭
町
六
丁
目
『
番
地

　
「
先
進
技
術
で
明
日
の
時
代
に
応

え
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
た
ゆ
み
な
い

発
展
を
続
け
る
「
東
北
日
通
工
㈱
」

（
雨
宮
靖
邦
代
表
取
締
役
・
従
業
員

七
〇
〇
名
）
は
、
日
本
電
信
電
話
㈱

へ
直
納
の
電
子
ボ
タ
ン
電
話
機
を
は

じ
め
各
種
電
話
機
、
通
信
機
器
と
そ

の
部
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
日
通
工
㈱
は
、
本
市
の
誘
致

で
昭
和
五
十
六
年
に
設
立
さ
れ
て
か

ら
日
通
工
グ
ル
ー
プ
の
主
力
生
産
基

地
と
し
て
、
高
品
質
の
通
信
機
器
、

情
報
機
器
や
電
子
部
晶
を
製
造
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
　
闘
藪

　
　
　
　
　
　
・
㌔
♪
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
廻

離勧舶

『塾翼麟

市

長

日

誌

そ
の
製
品
の
約
七
割
を
海
外
に
向
け

て
輸
出
し
て
い
ま
す
。
日
通
工
の
製

品
は
、
主
に
企
業
向
け
の
オ
7
イ
ス

用
大
型
電
話
機
で
す
が
、
家
庭
の
雰

囲
気
を
明
る
く
す
る
薄
型
の
カ
ラ
フ

ル
な
一
般
家
庭
用
電
話
機
も
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
従
業
員
七
〇
〇
名
中
、
そ
の
六
割

が
女
子
で
、
平
均
年
齢
が
男
女
合
わ

せ
て
↓
二
・
八
歳
。
「
二
十
二
歳
ぐ
ら

い
の
若
い
社
員
の
人
材
育
成
に
努
め
、

将
来
、
会
社
の
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就

い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
室
巻

総
務
部
長
。
若
さ
に
溢
れ
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
限
り
な
い
可
能
性
を
秘

め
た
工
場
で
す
。

　
社
内
で
は
、
夏
の
盆
踊
り
大
会
、
秋

の
運
動
会
が
広
い
敷
地
を
利
用
し
て

行
わ
れ
、
社
員
同
士
の
親
睦
が
図
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
社
内
の
施
設
も
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
方
式
の
喫
茶
店
、
食

堂
、
売
店
や
休
憩
所
が
あ
る
な
ど
充

実
し
て
お
り
、
社
員
か
ら
好
評
で
す
。

　
常
に
新
し
い
二
ー
ズ
に
対
応
し
、

よ
り
良
い
製
品
を
生
産
し
、
豊
か
な

来
来
を
開
拓
し
続
け
る
東
北
日
通
工
。

　
社
運
の
ま
す
ま
す
の
隆
盛
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
噛

　
3
月

26

日
㈱
　
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
（
農
業

　
　
　
　
関
連
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
）

　
2
6
日
東
北
農
政
局
、
2
8
日
は
上
京

し
て
農
水
省
に
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
地

域
指
定
を
陳
情
す
る
。
県
か
ら
は
讃

井
農
政
課
長
、
佐
々
木
大
河
原
農
林

事
務
所
長
、
地
元
か
ら
角
田
市
長
、

白
石
農
協
理
事
長
と
同
行
す
る
。

　
6
1
年
度
全
国
で
1
5
地
域
が
指
定
さ

れ
る
予
定
で
、
東
北
で
は
山
形
、
岩

手
、
宮
城
の
三
県
が
運
動
中
で
あ
る
。

　
2
1
世
紀
へ
の
助
走
と
し
て
最
も
必

要
な
情
報
化
の
た
め
ぜ
ひ
と
も
成
功

さ
せ
た
い
。

31

日
㈲
市
職
員
退
職
者
と
の
昼
食
会

　
3
月
3
1
日
付
で
退
職
さ
れ
た
方
は
、

電真

、

～
疑
Ψ

『
塑

ゆ
い
＼
若
・

　
ず
．

■■曜　＼　　　　r■馳

▲刈田病院伝染病棟調印式

鈴
木
萬
、
半
田
四
郎
、
福
田
実
琉
、

高
橋
昭
義
、
鈴
木
兼
雄
、
阿
部
孝
亮
、

八
島
勝
治
、
佐
藤
き
み
子
、
矢
口
幸

治
、
斎
藤
政
子
、
佐
藤
と
く
、
半
沢

惣
吉
、
遠
藤
は
る
を
（
敬
称
略
）
で

あ
る
。
永
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
健
康
に
留
意
さ
れ
充
実

し
た
第
二
の
人
生
を
送
ら
れ
ん
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
。

　
4
月

3
日
㈹
　
刈
田
病
院
伝
染
病
棟
調
印
式

　
仙
南
二
市
七
町
が
共
同
で
利
用
す

る
伝
染
病
隔
離
病
舎
が
公
立
刈
田
綜

合
病
院
に
開
設
す
る
こ
と
が
正
式
に

決
定
、
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

　
従
来
、
2
7
床
で
あ
っ
た
が
、
ア
て
の

う
ち
B
床
を
確
保
し
、
残
り
の
場
所

は
耳
鼻
科
が
利
用
す
る
。
仙
南
広
域

行
政
事
務
組
合
で
は
、
刈
田
病
院
に

対
し
、
使
用
料
、
管
理
運
営
委
託
料

と
し
て
毎
年
九
百
八
十
万
円
（
患
者

の
医
療
費
は
別
）
支
払
う
と
い
う
一

石
二
鳥
の
案
で
あ
る
。

　
県
と
の
調
整
の
た
め
に
ご
努
力
い

た
だ
い
た
副
管
理
者
の
蔵
王
町
長
、

七
ヶ
宿
町
長
に
深
く
感
謝
す
る
。

8
日
㈹
　
白
寿
の
お
祝
い
に
訪
問

　
坂
口
ふ
，
、
よ
さ
ん
宅
に
お
祝
い
に

参
上
し
、
白
寿
祝
品
を
贈
呈
す
る
。

今
月
は
馬
日
鈴
木
倉
さ
ん
、
1
7
日
阿

部
ふ
ち
よ
さ
ん
が
続
い
て
臼
寿
を
お

迎
え
に
な
る
。
来
年
、
こ
の
三
方
を

加
え
る
と
市
内
満
百
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
村
上
と
く
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
て
7
人
と
な
る
。
満
百
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
県
全
体
で
3
0
人
お
い
で

に
な
る
が
、
本
市
に
長
寿
の
方
が
多

い
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。
み
な
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
い
て
ほ
し
い
。

10

日
伽
　
県
内
市
長
会
（
秋
保
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
岩
沼
屋
ホ
テ
ル
）

11

日
㈹
　
市
議
会
臨
時
会

　
小
原
に
温
泉
を
利
用
し
た
市
民
プ

ー
ル
を
造
る
た
め
、
小
原
西
川
久
保

の
土
地
約
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
市

の
土
地
開
発
公
社
に
買
収
し
て
も
ら

う
た
め
の
債
務
負
担
行
為
の
承
認
が

最
大
の
議
案
で
あ
る
。

　
満
場
一
致
で
ご
可
決
を
い
た
だ
き

市
民
待
望
の
通
年
利
用
の
プ
ー
几
建

設
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。

　
建
設
の
た
め
種
々
の
難
関
が
予
想

さ
れ
る
が
、
全
力
投
球
で
一
日
も
早

く
完
成
さ
せ
た
い
。

17

日
内
　
ワ
コ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

　
　
　
　
ス
起
工
式

18

日
翻
　
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア

　
昭
和
6
1
年
度
ゲ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構

想
策
定
地
域
指
定
に
つ
い
て
、
昨
夕

大
河
原
太
↓
郎
参
議
院
議
員
よ
り
電

話
が
あ
り
“
仙
南
地
域
の
指
定
決
定
”

の
朗
報
が
入
る
。

6　今月から市長が直接市民のみなさんのご相談ご要望をお聞きします
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国
謬
健
藤
保
険
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
次
の
よ
う
な
場
合
届
出
が
必
要
で

す
か
ら
、
市
民
課
の
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
一
き
い
。

（
山
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

　
人
が
、
就
職
等
に
よ
り
、
他
の
健

　
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

〔
届
出
に
必
要
な
も
の
〕

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
被
保

　
険
者
証

○
印
鑑

②
退
職
等
に
よ
り
今
ま
で
加
入
し
て

　
い
た
健
康
保
険
を
喪
失
し
、
新
た

　
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

　
き

〔
届
出
に
必
要
な
も
の
〕

O
退
職
証
明
書
等
保
険
喪
失
月
日
の

　
わ
か
る
書
類

○
印
鑑

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
家

　
族
が
加
入
し
て
い
る
場
台
）

○
年
金
証
書
（
退
職
者
医
療
制
度
に

　
該
当
す
る
場
含
）

◎
先
月
号
に
て
高
額
医
療
費
の
自
己

　
負
担
限
度
額
が
四
月
一
日
よ
り
五

　
万
一
千
円
が
五
万
四
干
円
に
引
き

　
上
げ
ら
れ
る
旨
、
お
知
ら
せ
し
ま
し

　
た
が
、
国
会
審
議
課
程
に
お
い
て
…

　
実
施
時
期
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
㎜

　
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
∩
．

※
詳
し
く
は
保
健
衛
生
課
・
国
民
健
．

康
保
険
係
奮
五
ー
二
一
一
一
（
内
線

一
三
二
）
へ
お
問
い
含
わ
せ
く
だ
さ
い
一
．

第
二
十
八
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

「
第
2
8
回
全
日
本
こ
け
し
コ
・
多
ー
ル
」
に
て
募
集
し
た

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
者
に
は
、
近
日
中
に

る
｝
†
｛
疋
で
す
o

「
こ
け
し
」
を
事
務
局
よ
り
、
贈

　
　
　
　
〕
、
、
．

季
紹
　
　
　
　
　
　
　
川
股
丘
ハ
三
　
脱
避

嫁
ぎ
し
日
の
ご
と
く
こ
け
し
を
抱
き
来
ぬ
母
と

な
る
日
の
近
づ
き
し
娘
は

　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
　
藤
井
　
征
子

孫
達
の
土
産
に
こ
け
し
購
な
い
て
蔵
王
出
湯
に

夫
と
宿
り
ぬ
　
　
　
　
相
馬
市
　
高
橋
　
テ
几

沢
端
川
の
な
が
れ
は
澄
み
て
こ
け
し
ら
の
い
と

し
き
影
を
う
つ
し
ゆ
ら
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
松
島
　
綾
子

絵
付
せ
し
息
子
の
こ
け
し
は
赤
き
裾
見
せ
て
我

が
家
の
棚
に
春
待
つ
　
白
石
市
　
佐
藤
　
歌
子

無
垢
の
笑
み
た
た
え
し
き
ぼ
こ
の
表
情
は
幼
な

き
吾
が
児
の
面
に
よ
く
似
し

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
山
岡
ゆ
う
子

わ
が
家
に
並
ぶ
こ
け
し
の
作
者
名
改
め
て
見
る

こ
け
し
祭
り
に
　
　
　
臼
石
市
　
高
梨
　
光
子

い
く
重
に
も
積
み
し
原
木
減
り
ゆ
き
て
こ
け
し

の
里
に
春
は
近
づ
く
　
白
石
市
　
太
田
み
つ
よ

静
か
な
る
独
り
留
守
居
に
本
読
め
ば
こ
け
し
は

優
し
く
我
を
見
守
る
　
自
石
市
　
佐
藤
　
ひ
で

好
き
で
す
と
告
げ
に
し
君
の
ふ
る
さ
と
は
こ
け

し
の
里
よ
遠
き
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
佐
藤
　
信
子

蔵
王
嶺
を
仰
ぐ
川
辺
に
新
ら
し
き
歩
道
設
け
て

こ
け
し
展
待
つ
　
　
　
臼
石
市
　
高
子
　
右
近

　
　
川
丁
川
『

莞
，
・
、
　
　
　
　
鈴
木
誤
差
選

コ
ン
ク
ー
ル
め
ん
こ
い
こ
け
し
が
覇
を
競
い

　
　
　
　
　
　
　
　
名
取
市
　
作
問
　
克
彦

旅
疲
れ
癒
し
て
く
れ
る
こ
け
し
の
目

　
　
　
　
　
柴
田
郡
村
田
町
　
阿
部
き
く
ゑ

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
秘
め
て
立
つ
こ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
米
沢
　
礼
子

一
人
居
の
老
は
こ
け
し
に
小
言
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
草
野
　
　
清

い
や
な
世
を
こ
け
し
に
な
げ
く
老
独
り

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
川
村
　
せ
つ

子
等
の
名
を
こ
け
し
に
付
け
て
語
り
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
市
　
小
湊
　
志
舟

素
朴
さ
に
伝
統
こ
け
し
生
き
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
佐
藤
弥
四
郎

こ
け
し
と
目
会
う
と
に
っ
こ
り
笑
み
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
大
野
修
一

幸
わ
せ
は
こ
け
し
を
愛
で
る
妻
を
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
近
江
孫
太
郎

ほ
ほ
え
み
の
二
け
し
に
言
葉
な
ど
い
ら
ぬ

　
　
　
　
　
柴
田
郡
柴
田
町
　
長
尾
　
純
子

　
　
俳
一
一
、
「
ー
桧
刺
　
　
　
　
鈴
木
貞
一
一
選

蔵
王
の
お
か
っ
ば
こ
け
し
瞳
の
涼
し

　
　
　
　
　
　
岩
手
県
盛
岡
市
　
三
浦
け
い
子

雛
飾
る
年
々
こ
け
し
雛
の
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
山
口
丘
　
力

遠
郭
公
こ
け
し
そ
れ
ぞ
れ
家
系
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
泉
市
小
島
左
京

あ
た
た
か
や
好
き
な
二
け
し
を
買
ふ
親
子

　
　
　
　
　
柴
田
郡
柴
田
町
　
佐
久
問
貞
子

残
雪
や
こ
け
し
の
里
の
道
し
る
べ

　
　
　
福
島
県
伊
達
郡
梁
川
町
　
鈴
木
　
杏
花

山
笑
ふ
み
な
こ
け
し
塔
迎
へ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
櫻
井
　
春
二

み
ち
の
く
の
土
産
の
こ
け
し
春
の
旅

　
　
　
　
　
伊
具
郡
丸
森
町
　
熊
谷
き
み
子

春
光
を
浴
び
こ
け
し
塔
町
空
に

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
日
下
　
　
文

こ
け
し
抱
，
・
幼
き
頃
よ
い
ぬ
ふ
・
、
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
鈴
木
　
民
子

み
ち
の
、
・
に
葉
櫻
ヲ
て
よ
き
二
け
し
敏
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
石
市
　
草
野
　
美
沙

　
　
三
人
そ
喫
黛
呼
、
て

　
　
　
　
　
め
て
た
く
白
寿
、

　
先
月
、
市
内
に
注
む
坂
口
ふ
く
よ

さ
ん
、
鈴
木
倉
さ
ん
、
阿
部
ふ
ち
よ

さ
ん
が
、
三
人
そ
ろ
っ
て
め
で
、
た
！
、

白
寿
を
祝
い
金
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
月
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

▽
白
石
市
白
川
内
親
字
青
木
前
一
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
生

　
　
　
　
詳
，
　
　
　
さ
日
』

　
瓢
　
　
　
二
　
　
　
倉
1
5

「
臼
寿
を
迎
え
ら
れ
、
川
井
市
長
か
ら

「
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
！

．罐ぎ

r
看

　　鈴木

明治20年4月

｝
▽
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
薬
師
堂
五
九

翫，二撚

▽
臼
石
市
城
北
町
五
－
一
〇

　　阿部ふ一ちよさん

明治20年4月17日生まれ
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一

一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
と
れ
ま
す

　
　
　
児
童
手
当
法
の
改
正
ー
六
月
一
日
か
ら

ー
現
在
申
請
受
付
中
で
す
、
お
早
め
に
”
ー

　
児
童
手
当
法
が
、
六
月
一
日
か
ら

変
わ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
法
律
で

は
、
三
人
以
上
の
お
子
さ
ん
を
育
て

て
い
る
家
庭
に
、
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、

二
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
も
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
児
童
手
当
法
を
紹
介

し
ま
す
。

　
児
童
を
養
育
す
る
人
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活

の
安
定
と
次
代
を
に
な
う
児
童
の
健

全
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
義
務
教
育
終
了
前
（
中

学
校
卒
業
前
）
の
児
童
を
含
む
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
と
し
六
月
一
日
か
ら
の
改
正
で
は
、

そ
れ
と
併
せ
て
、
昭
和
五
十
九
年
六

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含

む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
す
る
方
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以

上
の
方
は
、
こ
の
児
童
手
当
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

O
月
額
二
千
五
百
円
…
十
八
歳
未
満

　
の
児
童
の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て

　
二
人
目
の
二
歳
未
満
（
昭
和
五
十

　
九
年
六
月
二
日
以
降
生
ま
れ
）
の

　
児
童

○
月
額
五
千
円
…
十
八
歳
未
満
の
児

　
童
の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人

　
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前
（
中

　
学
校
卒
業
前
）
の
児
童
｝
人
に
つ
き

　
こ
れ
ま
で
は
、
市
町
村
民
税
非
課

税
の
方
に
は
二
千
円
の
加
算
が
あ
り
、

七
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
改

正
で
は
加
算
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
、
受
給

者
名
義
の
預
金
通
帳
（
受
給
者
に
な

る
の
は
、
原
則
と
し
て
父
親
）
、
受
給

者
が
何
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か

わ
か
る
年
金
手
帳
や
、
年
金
証
書
な

ど
を
持
参
の
う
え
、
市
民
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
公
務
員
の
方

は
そ
の
職
場
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
、

六
十
三
年
度
と
段
階
的
に
制
度
が
変

わ
り
ま
す
の
で
市
広
報
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
雪
五

ー
二
一
一
一
（
内
線
一
一
一
二
）
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

a

　　戯1「一’ i ㍉』君t ！一 型　旨一編i l瞬　　 ・
、
禽

1、

　バイクで広い交差点を右折するのは、ベテ　ミニバイクの
ランライダーても判断が難しいものです。対　右折方法　　　　　　二段階ぞ右折を　　二段階ての右折を

向車は来ていないか、曲がる先の横断歩道に　　　　一　　　　　　　する標言哉　　　　禁止する標識

人はいない加と・いろいろ祝とを一瞬に　嘲　　　　 、、瀬、

判断しなければいけません・　　　段　 、　、 l、堕蔚

垂訴島聖叢創認欝箆葬お階
ぼえて、正しく走っていま珈．　　ぼ方’ ド　ー七』

鶴聾で殖整理の行黎！いる・疾にえ法

叢謙轟騨うに一段階の右折まは
①標言諮どで二段階右折が指定されている交し

巷痒1則3輔以上ある道路て、信号機のあるた　識舞簾饗だ鷹霧薯
道路（標諾で二段階右折礁止してし、るとか　胴きを変え。（3）齢胴の器靖に豹

きは除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てカら直進することになりました。右折する

　このような道路では、（／）目転車のようにあ　　　　　　　ときは十分注患しましよう。
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乳
が
ん
の
早
期
発
見
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
手
で

　
刈
田
病
院
に
お
け
る
医
療
の
最
前

線
で
も
、
最
近
は
胃
が
ん
や
子
宮
が

ん
の
手
術
例
数
は
減
少
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
反
面
大
腸
が
ん
や
乳

が
ん
の
患
者
さ
ん
は
増
加
し
て
い
る

の
が
実
状
で
す
。

　
胃
が
ん
や
子
宮
が
ん
で
は
、
バ
リ

ウ
ム
を
の
む
透
視
と
か
特
殊
な
顕
微

鏡
検
査
で
し
か
診
断
が
つ
き
ま
せ
ん

が
、
体
表
に
あ
る
乳
房
に
発
生
す
る

乳
が
ん
は
「
し
こ
り
」
と
し
て
触
知

で
き
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
り
ま
す

の
で
自
己
検
診
法
に
よ
り
、
ど
な
た

で
も
早
期
発
見
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
宮
城
県
対
が
ん
協

会
と
連
携
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
か

ら
乳
が
ん
の
集
団
検
診
（
集
検
）
を

続
け
て
お
り
、
年
々
そ
の
成
果
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
六
名
の
方
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
、
早
速
に
手
術
を
受
け
ら
れ
て

全
員
が
健
康
な
生
活
に
復
帰
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
対
が
ん
協
会
か
ら
乳
房
専
用
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
器
械
な
ど
を
載
せ
た
検
診

車
が
同
行
し
て
お
り
、
異
常
所
見
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
そ
の
場
で
精
密
検
査

を
し
て
正
確
な
診
断
を
つ
け
ら
れ
る

の
が
自
慢
の
宮
城
県
方
式
で
あ
り
、

学
会
で
も
折
紙
つ
き
の
実
績
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
七
月
初
旬
に
白
石
市
健
康

セ
ン
タ
ー
で
集
検
を
実
施
し
ま
す
か

ら
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
特
に
三
十
五
才
以
上
の
方
で
、
ま

だ
［
度
も
受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
お
友
達
と
も
さ
そ
い
合
っ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
集
検
の
際
に
は
、
全
員
の
方
に
「
自

己
検
診
の
方
法
」
を
実
地
指
導
し
て

お
り
ま
す
。

　
が
ん
の
原
因
は
、
ま
だ
不
明
で
す

し
、
が
ん
を
予
防
す
る
方
法
も
確
立

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
早
期
診
断
を

し
て
早
期
に
手
術
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
が
ん
を
治
癒
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

る
の
で
す
。
そ
の
早
期
発
見
の
た
め

に
は
、
今
回
の
よ
う
な
機
会
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
の
方
法

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
、

け

ノ
⑰

　
乳
が
ん
の
症
状
に
は
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、

一
、
乳
房
の
固
い
し
こ
り

二
、
乳
房
の
変
形
や
乳
首
の
陥
凹

三
、
乳
首
か
ら
の
血
液
分
泌

な
ど
が
、
赤
信
号
で
す
。

　
こ
う
し
た
症
状
に
お
気
づ
き
の
方

は
近
く
の
外
科
か
、
婦
人
科
の
先
生

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
刈
田
病
院
で
も
毎
週
火
曜

日
と
金
曜
日
に
「
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
、
、

　
公
立
刈
田
病
院
外
科

　
　
　
　
　
科
長
　
熊
谷
　
暢
夫

　
　
　
地
　
価
　
　
の

　
皆
さ
ん
が
土
地
を
売
買
す
る
際
地

価
の
指
標
に
し
て
も
ら
う
た
め
国
土

庁
は
、
毎
年
全
国
の
標
準
的
な
土
地

を
選
ん
で
地
価
（
一
平
方
メ
ー
ト
ル

当
り
）
を
調
査
し
四
月
初
め
に
そ
の

価
格
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
価
公
示
価
格
は
、
正
常
価

格
と
い
い
、
売
り
手
に
も
買
い
手
に

も
片
寄
ら
な
い
も
の
で
、
言
っ
て
み

れ
ば
正
し
い
地
価
の
目
安
で
す
。

　
　
公
　
示

今
年
度
市
内
三
地
点
の
地
価
公
示
は
、

次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
全
国
の
地
価
公
示
価
格
を

知
り
た
い
方
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単

に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
秘
書
企
画
課
企
画
係

（
内
線
三
二
六
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

ノ0

脅
織
！

ヤ
ケ
県
論
戸

土地取引価格のめやす
　　　〈地価公示価格＞

臼石駅

からの

距離

周辺の土地不

用現況変動率

1m2当り価格

1．3km

一般住宅が多
い住宅地域

　％

0．6

61。1．1

　　　　　　　円

　　32．500

60．1。1

　　　　　　　円

　　32．300

標準地

所在

ヨ
前
1

石
寺
～

臼
南
1
6

1．4km〃0．423．60023．500

白石老

寿山
20～16

200m

中低層の小売

店舗が建ち並
ぶ商業地域

1．3161．000159，000

　
卜
目
3

石
　
　
～

臼
沢
8

⑳
が
霧
＠
鴎

1ジ、

ぢ
『r、、

し
の

’へ

，バ

o

山田　礼子さん（白石

　
い
ち
ご
を
使
っ
て
の
薄
ピ
）
ケ
色

に
で
き
あ
が
る
「
い
ち
ご
バ
バ
ロ
ア
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
幼
児
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
万
人
向
き
で
す
。
お

口
に
や
わ
ら
か
・
＼
甘
み
と
す
っ
ぱ

み
が
う
ま
く
と
け
合
っ
て
、
お
い
し

く
て
き
っ
と
い
い
お
顔
に
な
る
素
適

な
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

【
材
料
】

　
（
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
型
ー
コ
分
）

　
粉
ゼ
ラ
チ
ン
大
さ
じ
2
、
砂
糖
m

妙
ラ
、
い
ち
ご
励
妙
ラ
、
生
タ
リ
ー
ム
渥

カ
ッ
プ
、
エ
バ
ミ
ル
ク
％
カ
ッ
プ
、

レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
ー
。

四
作
り
方
】

①
ゼ
ラ
チ
ン
は
適
量
の
水
で
ふ
や
か

　
す
。

②
ミ
キ
サ
ー
で
い
ち
ご
を
つ
ぶ
し
て

　
お
／
・
。

③
砂
糖
と
水
冤
カ
ッ
プ
を
煮
と
か
し

　
て
⊃
を
入
れ
て
と
か
し
、
少
し
さ

　
ま
し
て
い
ち
ご
を
入
れ
、
レ
モ
ン

　
汁
を
入
れ
る
。

④
）
生
ク
リ
ー
ム
と
エ
バ
ミ
ル
ク
を
そ

　
れ
ぞ
れ
八
分
目
程
度
泡
立
て
る
。

⑤
③
を
氷
水
に
浮
か
べ
と
ろ
み
を
つ

　
け
、
〔
を
を
入
れ
ま
ぜ
、
型
に
流
し
こ

　
み
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
（
約
1

　
分
間
㌔

（
㈲
）
固
ま
っ
た
ら
型
の
ま
わ
り
を
ぽ
ん

　
ぽ
ん
と
た
た
い
て
、
す
き
ま
を
っ

　
く
っ
て
大
皿
に
あ
け
る
。
生
ク
リ

　
ー
ム
や
い
ち
ご
の
輪
切
り
で
飾
り

　
つ
け
を
し
て
も
柴
し
い
で
し
ょ
う
。

　
ケ
ー
キ
ナ
イ
フ
で
そ
れ
ぞ
れ
食
べ

　
る
分
だ
け
切
り
取
り
皿
に
と
り
分

　
け
召
し
あ
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
轟

矧
で
す
か
？

”
ゼ
ラ
チ
ン
と
寒
天
の
ち
が
い
1
ー

　
ゼ
ラ
チ
ン
は
、
動
物
（
牛
、
豚
、

く
じ
ら
、
う
さ
ぎ
な
ど
）
の
結
含
組

織
や
真
皮
な
ど
の
中
に
あ
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
、
ま
た
は
骨
の
中
に
あ
る
オ
セ

イ
ン
を
分
解
、
分
離
、
精
製
し
た
も

の
で
す
。
現
在
、
板
状
、
粒
状
、
粉

状
の
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
ゼ
ラ
チ
ン
の
主
成
分
は
タ
ン
ペ
ク

質
で
す
が
栄
養
価
は
劣
り
ま
す
。
し

か
し
、
穀
類
ダ
ン
パ
ク
質
に
不
足
す

る
リ
ジ
ン
を
多
く
含
む
た
め
に
、
こ

れ
を
補
足
し
、
そ
の
う
え
消
化
吸
収

も
よ
い
の
で
す
。

　
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
必
ず
水
に

浸
し
て
十
分
吸
収
さ
せ
て
か
ら
火
に

か
け
て
溶
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
十
分
水
に
浸
さ
な
い
と
火
に
か
け

て
も
な
か
な
か
溶
け
ま
せ
ん
。

　
寒
天
は
紅
藻
類
の
テ
ン
グ
サ
、
オ

オ
ブ
サ
、
イ
ギ
ス
、
エ
ゴ
ノ
リ
、
オ

ゴ
ノ
リ
な
ど
の
細
胞
問
質
に
含
ま
れ

て
い
る
寒
天
質
を
溶
出
し
て
凝
固
凍

結
し
た
後
、
解
氷
、
乾
燥
し
た
も
の

で
す
。
角
樹
寒
天
、
糸
細
寒
天
、
粉

末
の
寒
天
が
あ
り
ま
す
。
主
成
分
は

糖
質
で
栄
養
的
に
は
価
値
が
な
い
よ

う
で
す
が
、
腸
の
ぜ
ん
動
を
高
め

便
秘
を
防
・
、
効
果
が
あ
り
、
低
カ
ロ

リ
i
食
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
角
寒
天
は
表
面
部
の
皮
や
耳
は
溶

け
に
く
い
が
、
内
部
の
方
は
溶
け
や
す

く
、
ま
た
水
に
つ
け
て
お
く
時
間
の

長
い
方
が
溶
け
や
す
い
。
ま
た
寒
天

の
種
類
を
問
わ
ず
寒
天
濃
度
の
低
い

ほ
ど
溶
け
や
す
い
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
2
7
％
以
上
に
な
る
と

溶
け
に
、
宝
い
か
ら
で
き
れ
ば
寒
．
天
濃

度
が
ー
％
ぐ
ら
い
に
な
る
よ
う
に
水

を
加
え
て
よ
く
煮
溶
か
し
て
か
ら
所

定
の
量
ま
で
煮
つ
め
る
よ
う
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

61年4月1日　白石市

　　備　　　考
上昇品目1砂糖、サラ

ダ油、マーガリン、テ

｛ッシュペーパー、ラ

ッフ、理髪料、バーマ

ネント料

下降品目1しよう油、

小麦粉、食パ）、牛乳

バター、フrロバンガス

灯油、レギュラーガソ

リン、軽油、重油

横ばい品目

カレーライス

昭和61年4月1日調査日消費生活モニター調査結果
対翻価齪

　2．9％
△41．5

　4．1

△1．4

△2．6

　1．5

△5．4

△2．3

　1．9

10．9

△1．2

　0．8

　1，0

ム6．4

△7．5

△3，6

△4．2

▲4．2

前月平均価格

　　　273円

　　　460

　　　387

　　　222

　　　155

　　　202

　　　243

　　　398

　　　154

　　　193

5，064

　　　450

1，600

5，350

1，210

1，247

　　　140

　　　　95

　　　　72

平均値
　　281円

　　269

9
004

　　219

　　151

　　205

　　230

　　389

　　157

　　214

5，005

　450
1，612

5，400

1，132

1．153

5つ
」1
91

69

最抵箇
　　　258円

　　　160

　　　335

　　　！68

　　　150

　　　158

　　　195

　　　378

　　　118

　　　150

4，800

　　　450

1，500

5，000

1，080

1，080

　　　132

　　　　86

　　　　60

瞳高最

　　298円

　　300

　　445

　　240

　　160

　　235

　　270

　　410

　　180

　　248

5，200

　　450

1，800

6，000

1，200

1，200

　　138

　　　95

　　　75

　銘柄・規格
上　白　糖　　　lkg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1k日

並　　　食　　　1袋

ソフトカルトン入り225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　2259

400枚紙箱入り
幅30cm・長さ20m

10㎡　　　　　（気体）

並　　食　　一　　皿

小挙生調髪（洗髪を含む〉

コールド（ショートカット）

（店頭価恪　　1留）

（配達料込み　18ぞ）

1　　ぞ　　現　　金

1　　2　　現　　金

1　4　　現　　金

晶　名
．砂　糖
．しょう油
，サラダ油

．小麦粉
．食パン

ンリガ一マ

1
2
3
4
5
6

8，バ　タ　ー
9．　ティッシュペーバー

10．ラ　ッ　プ
11、プロパンガス

12．カレーライス

13．理　髪　料
14．パーマネント料

｛由15．灯

16，　レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18．A　重　油

”



圃

厨

題

賜

　
　
　
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
多
彩
な
作
品
の
白
風
展
を
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
　
風
　
　
会

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
飾
ら
れ
た
展
示
場
、
華
や
か
な
生
け
花
、
書

道
、
写
真
、
彫
金
な
ど
個
性
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
作
品
群
で
訪
れ
る
私
達

を
魅
了
す
る
「
白
風
会
」
。
こ
の
楽
し
い
展
覧
会
を
主
催
す
る
の
が
、
「
白

風
会
」
H
白
書
会
、
彫
友
会
、
秋
水
会
、
フ
ォ
ト
不
忘
、
そ
し
て
新
し

く
参
加
す
る
写
団
蔵
王
の
各
団
体
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
白
風
会
は
、
結
成
さ
れ
て
今

年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
結

成
前
は
、
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
に

独
自
の
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
会
を
重
ね
る
ご
と
に
、

、
一欝

・
襲
＼

．
掛
外

．
『
車
㌻
“
ギ
春

マ
ン
ネ
リ
化
し
た
の
で
は
？
と
の
声

が
多
く
な
り
、
各
団
体
の
友
人
同
志

が
「
既
存
の
も
の
を
改
革
し
、
市
民

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
展
覧
会
を
し
よ

う
」
と
結
成
さ
れ
た
の
が
白
風
会
で

　
　
　
　
　
す
。
会
の
名
称
は
、
“
さ

　
　
　
　
　
わ
や
か
な
気
持
で
、
春

切轡蹄　　　 、

画

に
さ
わ
や
か
な
風
を
吹

か
せ
よ
う
“
と
い
う
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
常
に
新
し
い
ア
イ
デ

ィ
ア
を
採
り
入
れ
る
自

風
展
は
、
今
年
で
第
四

回
を
迎
え
ま
す
。
白
風

展
の
目
標
は
、
“
自
由
な

発
想
で
、
地
方
で
も
ぎ

さ
か
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
毎

年
独
自
の
展
覧
会
を
開

く
”
で
す
。
臼
風
会
は
、
こ
の
展
覧
会

に
向
け
て
、
半
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
実

行
委
員
会
を
開
き
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
役
員
は
、
各
団
体
か
ら
毎
年

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
、
違
う

分
野
の
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
採

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
か
ら
会
員
相
互
の
情
報
連

絡
、
白
風
展
へ
の
意
識
を
高
め
る

「
会
報
自
風
」
も
ス
タ
ー
ト
し
、
会

員
も
フ
ァ
イ
ト
満
々
で
す
。

　
　
「
自
分
達
の
力
だ
け
で
、
白
風
展

を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
ポ
ス

タ
ー
や
看
板
も
手
製
で
、
準
備
・
後

か
た
づ
け
も
全
員
で
協
力
し
て
行
い

ま
す
」
「
全
！
・
違
っ
た
分
野
の
人
、
作

品
、
各
団
体
の
カ
ラ
ー
や
意
見
の
調

整
が
難
し
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
違

っ
た
分
野
の
人
、
作
品
を
同
じ
会
場

に
展
示
す
る
か
ら
こ
そ
独
特
の
雰
囲

気
、
よ
さ
が
生
ま
れ
る
と
い
う
相
乗

効
果
も
あ
る
の
で
す
」
と
、
彫
友
会

主
宰
の
高
橋
鈍
斎
さ
ん
。

　
多
彩
な
作
品
が
工
夫
を
凝
ら
さ
れ

て
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
私
達
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
白
風
展
。

　
今
年
も
、
五
月
十
七
日
出
・
十
八

日
㈲
の
両
日
、
白
石
市
民
会
館
で
「
第

四
回
白
風
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
愛
さ
れ
、
定

着
す
る
白
風
展
を
目
指
し
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
秀
吉
の
死
後
、
後
継
者
で
最
有
力

候
補
の
家
康
を
倒
そ
う
と
五
奉
行
筆

頭
の
石
田
三
成
は
西
国
の
諸
大
名
を

昧
方
に
引
き
込
み
、
会
津
若
松
の
上

杉
景
勝
（
一
二
〇
万
石
）
と
盟
約
し

江
戸
の
家
康
を
挾
み
討
つ
戦
略
を
た

て
た
。
家
康
も
さ
る
者
、
三
成
の
作

戦
の
裏
を
か
く
計
を
ね
り
、
助
力
者

と
し
て
伊
達
政
宗
を
利
用
し
た
。
つ

ま
り
政
宗
と
手
を
組
ん
で
三
成
の
盟

友
上
杉
を
逆
に
南

北
か
ら
包
囲
す
る

策
で
あ
る
。
当
時
、

政
宗
は
臼
石
・
刈

田
郡
を
除
く
宮
城

全
県
と
岩
手
県
南

半
合
わ
せ
て
二
〇

郡
五
八
万
石
を
領

し
て
い
た
。
慶
長

五
年
七
月
、
家
康

は
上
杉
景
勝
を
巧

み
に
挑
発
し
て
兵

を
挙
げ
さ
せ
、
彼

垣

瞬
、頓

取
市
北
目
城
に
入
り
、
二
十
四
日
上

杉
の
前
線
陣
地
白
石
城
を
攻
め
て
占

領
し
反
上
杉
の
旗
印
を
明
ぢ
．
か
に
し

た
。
上
杉
攻
め
の
た
め
小
山
（
栃
木

県
）
ま
で
き
た
家
康
は
石
田
三
成
挙

兵
の
報
を
聞
く
と
上
杉
征
伐
の
こ
と

は
政
宗
に
ま
か
せ
、
三
成
と
対
戦
す

る
た
め
西
に
向
っ
た
。
こ
の
と
き
政

宗
に
対
し
応
援
の
謝
礼
と
し
て
刈
田
・

伊
達
・
信
夫
な
ど
仙
道
七
郡
五
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
石
を
与
え
る
お
墨

　
　
　
　
　
　
　
付
き
を
渡
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
道
と
は
伊
達
の

　　　⑬

　　　　から　て　かた
50万石の空手形

を
討
つ
名
目
で
江
戸
を
出
て
上
杉
征

伐
の
た
め
北
上
し
た
。
一
方
、
政
宗

は
秀
吉
の
死
後
も
京
の
伏
見
に
い
た

が
、
す
で
に
前
年
、
堺
の
商
人
今
井

宗
薫
を
介
し
て
家
康
の
七
男
忠
輝
の

妻
に
自
分
の
長
女
五
郎
八
姫
を
取
女
わ

せ
る
約
を
交
わ
し
、
家
康
と
緊
密
な

関
係
を
結
ん
で
い
た
。
景
勝
挙
兵
の

動
き
を
知
る
と
直
ち
に
伏
見
を
立
っ

て
帰
国
の
途
に
つ
き
七
月
十
二
日
名

旧
領
地
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
こ

の
加
増
の
判
物
は

空
手
形
に
終
わ
っ

た
。
こ
の
原
因
に

つ
い
て
は
政
宗
が

家
康
の
意
に
反
し
、

上
方
の
混
乱
に
乗

じ
て
南
部
領
の
，
一

揆
を
支
援
し
領
地

を
掠
め
取
ろ
う
と
し
た
謀
略
が
家
康

の
怒
り
を
買
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。

関
ヶ
原
合
戦
後
の
論
功
行
賞
で
政
宗

は
刈
田
郡
の
み
が
与
え
ら
れ
た
だ
け

で
百
万
石
大
名
の
実
現
は
フ
イ
に
な

っ
た
。
刈
田
郡
は
ま
さ
に
五
〇
万
石

の
代
償
と
い
え
る
。
政
宗
は
生
涯
こ

れ
を
恨
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ダ2

イ
ド
ル
d

わが家のア
　
　
　
　
・
　
4
、

顎
翠
劉
，

騰

熊谷慎吾ちゃん（越河）

　初雄さん、節子さんの長男

ママからひとこと

　ミ健康で誰にでも

　　好かれる子になってネミ

灘禦
タ
ご
・
ズ
轟
警
弼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶏
．
喚
、
－

螂

節

「わたしのすきなえ」

こさい　きょうへい（白一小1年）

乃
甦
、

．凡

窟　　「　　　　 一

が’

．
、
肛
ー
』

　
由
『

　「にじのはし」

　　しまぬき　みつる（大鷹沢小2年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

教
壇
に
立
ち
ゐ
る
息
子
を
思
ひ
つ
つ
い
じ
め
の
問
題

に
胸
い
た
む
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

使
わ
ね
ど
古
き
鏡
台
部
屋
に
置
く
我
が
青
春
を
偲
ぶ

よ
す
が
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

雪
し
ぐ
れ
晴
れ
て
日
暮
れ
し
山
の
端
に
照
り
輝
き
て

満
月
の
ぼ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

老
い
二
人
静
か
に
点
て
し
朝
茶
分
む
障
子
に
淡
く
春

の
陽
は
射
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

離
れ
住
む
娘
が
出
産
の
電
話
来
ぬ
朝
を
淡
雪
見
つ
つ

乗
車
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

酷
寒
に
も
負
け
ず
楽
し
む
熟
年
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

我
も
交
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

銀
色
の
綿
毛
わ
ず
か
に
ふ
く
ら
み
て
垣
根
越
し
見
る

こ
ぶ
し
春
め
く
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

ひ
ね
も
す
を
心
洗
わ
る
み
ど
り
児
の
仕
草
愛
ら
し
春

の
日
は
充
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

待
ち
わ
び
て
ね
む
れ
る
我
子
の
枕
辺
に
約
束
の
み
や

げ
そ
っ
と
置
き
や
る
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
敏
子

山
峡
に
煙
が
た
つ
と
近
か
づ
け
ば
残
雪
に
立
つ
水
蒸

気
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
け
い
子

　
「
評
」
あ
る
歌
評
に
、
「
歌
は
人
の
心
を
表
現
す
る
器

で
あ
っ
て
、
意
味
を
伝
達
す
る
道
具
で
は
な
い
凶
と

あ
っ
た
。
た
し
か
に
心
を
表
現
す
る
た
め
歌
を
詠
む

も
の
は
苦
労
す
る
の
で
あ
る
。
一
首
目
今
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
い
じ
め
に
つ
い
て
教
師
で
あ

る
息
子
を
持
つ
母
親
と
し
て
の
心
労
を
良
く
伝
え
て

い
る
、
作
者
も
教
師
で
あ
っ
た
。
二
首
目
女
ご
こ
ろ

を
ほ
の
ぼ
の
と
表
現
し
て
心
暖
ま
る
作
品
、
三
首
目

美
し
い
叙
景
歌
的
確
か
な
表
現
が
良
い
、
四
首
目
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
心
の
ゆ
と
り
が
根
底
に
あ
り
佳
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

自
く
咲
き
性
あ
る
如
く
椿
落
つ
　
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
（
評
V
自
く
咲
く
た
め
だ
け
で
は
な
い
が
、
い
か
に

　
　
も
必
ず
落
ち
る
と
い
う
性
を
も
っ
て
い
る
如
く
感
じ

　
　
ら
れ
る
の
が
作
者
の
感
で
あ
ろ
う

み
ち
の
く
の
今
日
も
吹
雪
け
る
余
寒
か
な
　
　
日
下
文

　
　
（
評
）
今
年
の
寒
さ
は
、
い
つ
ま
で
も
尾
を
引
い
て

　
　
長
か
っ
た
。
彼
岸
す
ぎ
て
も
豪
雪
が
降
っ
た
り
、
吹

　
　
雪
い
た
り
余
寒
さ
は
今
日
も
続
い
て
い
る
み
ち
の
く

　
　
の
景
で
あ
る
。

春
泥
に
足
袋
の
汚
れ
を
気
に
し
つ
つ
　
石
沢
　
敏
子

　
　
（
評
）
足
袋
を
は
く
装
い
な
の
で
春
泥
に
汚
れ
る
こ

　
　
と
を
た
え
ず
気
に
し
つ
つ
歩
い
て
い
る
作
者
で
あ
る
。

中
国
孤
児
老
母
の
手
を
引
き
春
浅
し
　
鈴
木
鉄
二
郎

想
思
鳥
春
の
光
り
に
遊
び
を
り
　
　
　
鈴
木
　
民
子

鯉
泳
ぐ
町
川
ほ
と
り
こ
け
し
展
　
　
　
高
子
　
右
近

母
の
居
ぬ
卒
業
式
や
山
霞
む
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

春
雪
に
庭
石
の
苔
色
濃
ゆ
く
　
　
　
　
加
藤
　
か
つ

着
ぶ
く
れ
て
雪
掻
い
て
い
る
老
同
志
　
佐
藤
　
善
夫

笑
う
山
真
向
に
あ
る
湯
宿
か
な
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
◎
五
月
例
会
は
、
五
月
二
十
五
日
㈹
中
央
公
民
館
で

　
　
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選
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公民館だより

昭和61年度
一ヅ

“
『

1　マ　　　壽デ

僻廼

●白石市中央公民館●
＼N

料理講座
　種々の季節料理を学び、

豊かにする。

期間

象
場
費

対
会
会

講師

食生活を

6月～12月（14回）
月2回（平日）…10：00～12：00

市民25名

中央公民館

月1，000円

（ほかに材料代実費）

未定

万葉の世界
　日本の代表的古典である万葉集を

通し、古代人の息吹にふれ、生活に

潤いをもたせる。

期間　6月～12月（7回）
　　　月1回（木曜日♪RM1：30～3：00

対象　市民25名

会場　中央公民館
会費　月500円（ほかにテキストf　実費）

講師　元臼石女子高校教諭

　　　　猪狩とも氏

エアロビクス講座

　エァロヒクスを通じて美容と健康

の増進と受講生相互の親睦を図る。

期間　6月～8月（10回）
　　　毎週水曜日醐10：（10～11：30

対象　市民30名

会場　中央公民館

会費　月1，200円

講師　岡田美栄子MDグ1し一フ

　　　ェァロビクス　インストラケダー

　　　　八巻奈美子氏

ヌ

ゴルフ教室
　成・壮年期の体力の向上と相互の

親睦を図る。

期間　6月～7月（12回）

　　　毎週月・水曜日

　　　RM　7：00～9：00

対象　市民20名

会場　ゴ1レフ場

会費　1万円（12回分1

　　　ほかに実技料金実費

講師　プロゴルフ丁一

陶芸講座
　基礎的な焼物の技術を学ひ、造形

するよろこびや楽しさを知る。

期間

象
場
費

対
会
会

講師

6月～10月（14回）
月曜日訓10：00～11：30

市民20名

中央公民館

月1，600円

（ほかに材料代実費♪

夢遊夢陶房

　長谷川幸推氏

《申込方法》

5／9（金）～16（金）まで

中央公民館で受付します。

（欝輔識5，）

ただし、AM8：30～PM5：00の間に

申し込みください。土曜の午後、

日曜はご遠慮願います。

※詳しくは、中央公民館にお問い合わせください。

　次代を担う市内の子どもたちが、一場に会して、

「子どもまつり」を開催し、野外活動、レクリェー

ション等を実施することにより、子どもたちの豊か

な入間形成と相互の交流を深める。

　〉日　時　5月18日（日）午前8時31）分～

　〉会　場　益岡公園西側芝生広場

　　　　　　　（雨天のときは、中央公民館）

　〉対象者　市内各小学校1年生～6年生

ブ5

比 讐鯉　ヂ漂押浄術鼻　認

　16ミリフィルムの映写技術を習得するもので、終

了者には認定証が交付されます。

　〉期日①6月3日（火）～6月5日（木）3日間

　　　　　　　午後5時30分～午後9時

　　　　　　（②6月23日（月）～6・月24日依）2日間

　　　　　　　午前9時～午後4時

　　　　　※①か②のどちらかを受講してください。

　》会　場　臼石市中央公民館　雪4－5377、6－2453

61年度社会教育・社会体育事業実施計画

事　　　業　　　名

　　　十翼h　 記

公民館利用説明会

スボーツ障害保険
学校1精施設干1隔言醐会

16ミリ映写機操f乍技1・母講習会

高山植物観察会

青少年健全育成推進大会

白石地区球技大会

文化財めぐり

健康まっり

南蔵王マラソン大会

乳幼児研究集会

文化財講演会

市民体育大会

巡回美術展

市民文1際

農業祭　家庭ベレーボー，し

　　　　ワフト，ボーIL

　　　　ゲート、ボー几

青少年健金育成市民のっとい

辛斤春囲碁将棋大会

白石地区家庭ベレーボー1レ大会

第6回公民食官まつり

　　　文化講演会

　　”　素人カラオケ大会

　　　女子家庭ベレーボール大会

　　〃　親子映画会

案庭教育学級

陶芸講座

ゴ1しツロ再座

期　日

4月15日

4月25日

6月3～5日
6月

　23～24日

7月1日

7月4日

7月13日

7月21日

7月27日

8月24日

9月27日

10月4日

1〔〕月1（旧

lo月

　25～27日

11月1～3日

11月9日

11月25日

2月1日

2月15日

2月27日～
　3月2日
2月28日

2月28日

3月1日

3月1日

1目～3月

6月一11）月

6月～7月

場　所

館
所
館
館
王
館
館
小
内
校
王
館
館
小
館
館
館
場
園
館
館
館
館
館
館
館
館
館
館
場

娠
没
眠
蝦
蔵
鍛
二
韓
蔵
眠
眠
二
眠
眠
堰
球
公
娘
眠
蟻
蝦
蝦
蝦
堰
猴
銀
銀
フ

央
央
央
央
央
石
石
央
央
石
央
央
央
営
央
央
央
央
央
央
央
央
央
央
央
ル

中
市
中
中
南
中
中
日
県
白
南
中
中
白
中
中
中
市
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
コ

事　　　業 名

わんば・1少年ハイキング

第10回子どもまつり

わんぱく少年花いっぱい活動

わんばく少年キャンブ

名作1映画鑑賞会

わんばく少年工作教室

子ども会ソフトボール大会

蔵王清掃登山

わんぱく少年サイクリング

わんばく少年・・イキング

わんば1少年凧っ1り教室

成　人　式

わんばく少年もちっき大会

わんぱ1少年教室

ジュニアリーゲー初級養成研修会

シュニアリーダー中級研修会

ジュニアリーダー上級研修会

婦人一泊研修会

婦人学級

はじめて3歳児を持つお母さん学級

明日の親のための学級1

明日の親のための学級n

料理講座

万葉の世界

エアロビクス講座

高齢者大学

高齢者人材活用事業

期　日

5月11日

5周18日

6月1日
7月

　29～31日

8月10日

8月

　18～19日

8月31日

9月2日

9月21日

10月31日

12月6日

1月15日

1月25日

5月～1月
7月

　22～24日
8月

　21～23日
12月

　25～27日

9月6～7日

9月～10月

5月～7月

5月～7月

9月～11月

6月～12月

6目～12月

6月～8月

6月～11月

4月～3月

場　所

小原小久保平

益岡公園

中央公民館

七ケ宿町
横　　　川

中央公民館

中央公民館

白石二小

蔵王　山

市　　　内

市　　内

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館
他

蔵王少年
自然の家

泉　ケ　岳

青年の家

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中真公民館

中央公民館

市　　内

地区別各種学級開設計画

1中Q 誉凝11

。家庭教育掌級　・婦人学級

。高齢者教室　・乳幼児学級

。明日の親のための学級

・家庭教育学級　　。婦人学級

㌦

。家庭教育学級　。高齢者学級

。家庭教育学級

。家庭教育学級　　。高齢者学級

・家庭教育学級　・高齢者学級

。家庭教育学級

・家庭教育学級　　。高齢者学級

。家庭教育学級　　。婦人学級

ノ4



　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　確抽携ザ
　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　白石警察署

　犯罪は、いつ、どこで発生する

か予測することはできません。警・

察では、犯人を早期に検挙し、住

民のみなさんの生活を守るため、

次の点を中心に捜査活動へのご協

力をお願いしています。

1．事件の発生を知ったときは

　　　　　110番通報を！

2．被害にあったときは

　　　　　　　必ず届出を！

3．犯罪について知っている

　　　ことは積極的に通報を！

4．聞き込み捜査にご協力を！

　　　　　　絢闘
　　　　　　　　P　　　　　　宮城労働基準局

　労働省では、5月21日から31日

まで「家内労働旬聞」を実施して

います。

　本年は「家内労働者の労働条件

の向上一家内労働手帳（伝票式を

含む）の交付徹底一」を目標とし

て実施することにしております。

※家内労働法についてのご相談は、

大河原労働基準監督署釣02245－3－

2154または宮城労働基準局賃金課

費0222－21－6111（内線236）までお

問い合わせください。

　県，民顧談」一．影・建

　　　　剥嘲あれ、ゐ、い

　県政についてご意見、要望、苦

情はありませんか！

　県民相談コーナーでは、このよ

うな悩みをお持ちの方に専門の相

談員が親切に、あなたのお話をお

聴きしますので、お気軽においで

ください。

レ相談場所　大河原合同庁舎内

〉相談日　毎週　月、火、木、金
　　　　　かどの　うんじゅう
〉相談員　上遠野　運重

〉電話　02245－3－3111

たばこは

市内で買いましよう
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殉南蔵千山開葵
〉期日　5月17日（土）～5月18日（日）

》宿泊場所　七ヶ宿町横川民宿

〉募集人員　50名

〉会費　6，000円

〉日程　〈5月17日（土）＞

　臼石駅前観光案内所一午後4時

　20分集合一午後4時30分出発

　　　　〈5月18日（日）〉

　起床5：00→民宿発5：30→硯石6：

　00（朝食）→不忘山11100→南屏岳

　12：00（昼食）→杉ケ峰14：00→刈

　田峠15：00→白石16：30（予定）

　（前夜祭）　キャンプファイヤー

〉申し込み　5月11日（月）まで自石

　市観光案内所謄6－2042へお申し

　込みください。（定員になり次第

　〆切ります）

〉携行品　雨具、キャラバンシュ

　ーズ、着替、洗面用具、水筒

〉主催　自石市、七ケ宿町、臼石

　市観光協会、七ヶ宿町観光協会

＞後援　白石営林署、自石警察署、

　宮城県観光連盟、仙台市観光協

　会、宮城蔵王山麓観光協会

※詳しくは、自石市商工観光課a

　5－2111（内線336）へどうぞ。

潮6月善種講習受講右募集
〈技能向上課程〉

O施盤基本作業　6月2日～5日

○フライス盤基本作業　6月17日

　・18日　6月24日・25日

○半自動溶接技術検定試験予備講

　習6月19日～27日
〈基本級受験コース〉

○薄板ステンレスT　I　G溶接

　6月14日～28日

○電気工事士基礎技能講習　6月

　16日～27日　毎週（月・水・金）

○高圧電気工事技術講座（検定・

　測定コース）6月3日～12日

　（配線図コース）6月17日～26日

oパーソナルコンピューター①基

　礎コース　6月3日～7月3日

O木彫（初級・中級）　②6月10

　日～7月1日　毎週（火）

※詳しくは、宮城技能開発センタ

ー開発援助課費02236－2－2254へお

問い合わせください。

曙紹梱峰醐敏御手姥

　水準の高い技術と、中南米定着

に強い関心を持つ若者が、現地に

赴いて、自魎己の技術を発揮して日

系社会とその関連分野の充実に役

立たせ、そのかたわら現地社会の

実情に触れて関係知識の吸収に努

めることを目的とした制度です。

〉資格　満20歳以上35歳までで、

　短大、高専卒業以上の学力を有

　する者

〉申し込み期間　昭和61年6月2

　日（月）から7月10日（木）まで

レ選考〈第1次選考〉筆記試験（常

　識問題、語学等）及び書類によ

　る選考　昭和61年7月20日（日）支

　部所在地等で実施

　　　く第2次選考〉面接、専門

　試験、作文、健康診断等　昭和

　61年8月27日（水）、28日（木）の1日

　東京で実施

〉受入先　本人の希望は尊重しま

　すが、受け入れ先の職務、本人

　の技能などを考慮し、適材適所

　の決定を優先します。

〉募集人員　30名

》渡航前訓練　3ケ月間　昭和61

　年！0月21日（火）から12月20日（木）ま

　で（昭和62年2月上旬出発予定）

＞現地活動期間　3年間

〉海外手当等現地生活費、月額

　240～325米ドル（J　I　C　A基準

　による）その他、自立操業資金

レ費用　訓練、渡航に係わる経費

　（航空賃を含む）事業団負担

〉応募・申し込み先

　仙台市一番町一丁目3－1

　　　日本生命仙台ビル8F

　　国際協力事業団東北支部

　　　　智0222－23－5151

　　　　　　　　　月　孔、n・『■乙ヒ　淫壬

　　　　　　　　〕J　l響・目溌　嶺巨

　　宮城県身体障害者交通安全友の

　会自石支部では、在宅重度障害者

　（児）のみなさんを「春の蔵王と上の

　山城」ヘドライブ招待いたします。

　お気軽にご参加ください。

　〉日時　5月17日〔土）午前9時30分

　　出発

　》集合場所　市役所前8時50分集

　　合

　〉参加方法　重度障害者（児）本人と

　　家族付き添い者

　〉申し込み　5月10日〔土）まで交通安

　　全友の会白石支部長・本多保一宅

、　奮5－9488へお申し込みください。

り

〉日時　5月19日（月）

　　　　午前9時30分～12時

》場所　働く婦人の家

〉募集人員　20名

》内容　黄透し百合製作

〉受講料　無料（ただし材料費個

　人負担）

〉申し込み　5月15日（弱まで働く

　婦人の家盈5－5095へどうぞ。

l
ド 甲 　 い・，1冒る

〉日時　5月23日（金）、5月30日（釦

　　　　午前10時～12時30分

〉場所　働く婦人の家

〉内容　身近な事故に備えて

　　　　幼児の事故に備えて

レ受講料　無料

〉申し込み　5月20日（火）まで働く

　婦人の家費5－5095へどうぞ。

　　

’　図
　b月σ．ヲ侍隻コー’

　さわやかな季節です、

　緑の風におくられて歴史の道を

　　　　たずねてみませんか！

　今回は、　「歴史と旅」を楽しむ

本を中心にそろえてみました。計

画から実行まで、楽しい旅をさま

ざまな角度から検討してみては？

　その他、戸外で園芸、スポーッ、

レクリエーションを楽しむ本も用

意しています。

　子ども室は人気いプまいの

　　　「のりもの」特集です

　自動車、電車、汽車、飛行機な

どの絵本やお話の本をそろえてい

ます。

　ご家族でのご利用をお待ちして

います。

　　諏』ゴ女1ヨ室凧ヲ。尊岬嘘

　　　、1　巡底昌汁 ⊇ハ
　　　1甲lr、、

〇白川第一ニュータウンに移動図

書館車の駐車場を新設します。

　　毎月第2木曜日　（5月8日）

　　午後1時30分～午後2時10分

○郡山観音崎の巡回日時が都合に

　より変更になります。

〔新〕毎月第3月曜日　（5月19日）

　　午後1時20分～午後2時10分

〔旧〕毎月第2木曜日

　　午後1時10分～午後1時50分

図書館暦6－3004

童
目
　　館

　　　　　‘；　　ノ

　かれんな姿で、愛好者を魅了す

る野草の季節になりました。

〉日時　5月9日（金）午後2時～午

　後5時　5月10日〔ガ午前9時～

　午後5時　5月11日（日）午前9時

～午後2時
〉場所　白石市図書館

レ主催　白石植物愛セ子会

　f～　　　彩とヒγ・“・け一丁

　野や山の身近な草花で

なにができるかおたのしみ！

〉日時　5月11日（日）午前10時～12

　時（受付19時30分）

〉場所　臼石市図書館

〉対象小学生、親と子、ご家族

　づれ

〉講師　自石植物愛好会会員

〉募集定員　40名

〉申し込み　5月8日㈱まで図書

　館盈6－3004へ。

＞当日持参するもの　カッター、

　はさみ、えんぴつ、メモ用紙、

　ビニール袋（でき上った作品を

　入れる）

※どなたでも参加できます。

　　　　　　　　　　（無料〉
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市役所の所在地

、白石市字桜小路35

〒989ド02費52111（代表〉

国民年金

　4月から国民年金・厚生年金保

険・共済組合の3つの制度に共通

する基礎年金が導入され、これま

で国民年金への加入が任意とされ

ていたサラリーマンの奥さんや公

務員の奥さんも全員国民年金に加

入することになりました。

　すでに加入の手続きはお済みに

なっていると思いますが、まだ済

んでいない方や、ご主人が新らた

に厚生年金保険や共済組合の加入

者になった方も届出が必要です。

　特にご主へから扶養を受けてい

る奥さんは、国民年金の第3号被

保険者とな｝）、ご主人の加入して

いる年金制度が保険料を負担する

ことになっています。

　第3号被保険者になるためには、

市役所市民課・国民年金の窓口に

備え付けてある届出用紙「国民年

金被保険者資格取得・種別変更・

種別確認（第3号被保険者該当）

届書」に必要事項を記入し、

　①健康保険被保険者証・船員保

　　険被扶養者証か共済組合員証

　（塾ご主人の年金手帳または厚生

　　年金被保険者証や船員保険年

　　金番号証

を持って速やかに届出をしてくだ

さい。

19

　なお、届書にご主人の勤務先で

確認を受けた場合は、①、②の書

類をお持ちいただく必要はありま

せんし、この場合は郵送でもかま

いません。

いじめ相談室の併設について

　青少年相談センターに「いじめ

相談室」を併設します。

》相談場所　市役所4階　青：少年

　相談センター盈5－2111（内線432）

1〉相談日毎週月、火、木、金

〉相談時間　午前9時～午後5時

　　　　　　　　1∫F、lr増

　　　　　　 　 ノ1 l　l，q

　4月1日付で白石市行政相談委

員に佐藤きみ子さんが委嘱されま

したのでお知らせします、、

〉白石市行政相談委員（2名）

氏名
安藤義一

働暴み子

往 所

不澄ヶ池71

大平森合字上気保53

話電

5－3450

5－3093

　　　　ρ1・［　 ’1㌧一ゴ

　先目号掲載の61年度白石市奨学

生募集のお知らせ文の中の一部を

次のように訂正いたします。

レ貸付金の償還

○貸付期間満了の6ヶ月後から月

　賦均等償還の方法により貸付を

　受けた期間の2倍に相当する期

　間内に償還します。

（由一横ぼう線部分が訂正箇所です。

　「広報しろいし」4月号でお知

らせしましたように、指定金融機

関からの郵便はがきによる「振畜

済のお知らせ」を、4月分料金の

検針の際に、「使用水量のお知らせ」

と同時プリントして渡すことにな

っています。しかし、検針員の習

熟と正確さをはかるため、3月分

料金から試行しましたので、各金

融機関からのものと重複いたしま

す。

r4

　水道料金．の納入は、現在約80％

が口座振替となっています。

　これまでの振替日は、各金融機

関によって異なっていましたが、

4月分料金〔5月振替）から振替

日が15日に統一されます。これま

で七十七銀行を利用されていた方

は、20日の振替日が15日に繰りあ

がりますのでお知らせします。

公、ン刈田綜合病院

　医師住宅完成のあ知ら1ま
　公立刈田綜含病院（院長菊田豊1

では、医師住宅不足の解消のため

国民年金積立還元融資を受け昨年

11月から臼石市字南寺前に木造平

屋建2棟、木造二階建2棟を新築

していましたが、去る2月28日に

完成しました。

　当院の医師住宅は、白石市字白

石沖に8棟、白石市宇南寺前に4

棟の計12棟となり、医師の確保対

策と時間外の救急業務の患者の取

扱いにも相当の効果をあげるもの

と期待されます。

　、＝一 フ旨」・4晒iくrド　　1 多㍉1じr『

　　　「先天性四肢障害児父母の会」

　は、生れつき手、足、耳等に欠損、

　　または機能障害をもつ子供と親の

　金国組織で、現在約1，070家族が

　参加しています。

　　父母の会は、全国各地での会員

　同志の交流、各方面への原因究明

　を求める活動、シンポジュームを

　開催し地域社会へのP　Rを行うと

　ともに全国各地で集団検診を続け

　てきました。この会による集団検

　診が次のと肴り行われます。

　　なお、当日は父母の会の顧問医

　師であり、会員が「先天異常問題

　に関する我が国第一人者」として

魅　尊敬している木田監四郎先生が診

　察にあたられるとともに、子供の

　医療、教育相談も行われることに

　なっています。

　　受診される方は、必ず母子手帳

　を持参してください。

　〉日時　昭和61年5月11日（日）

　　　　　午前9時～午後4時30分

　〉場所　仙台市中央公民館

　　　　　TELO222－95－0403

　〉受診料　無料

　〉申し込み先　柴田郡村田町小泉

　　字鼓崎127　林登数

　　溶02248－3－3241

醤〕轟 l㌧一1，ρ．、、∫1い匙

　中小企業者の金融を円滑にし、

経営の合理化を図るために、市内

に居住する中小企業者で事業資金

の必要な人に、市のあっせんによ

り扇虫資を行＝っています。

劉ほ毛倣駝休款副片を
　の，二あ、4、オ』

　住宅性能保証制度とは、建設省

の指導によりつ1られた「住宅性

能保証制度」に参加する住宅供給

業者が、住宅の品質、性能につい

て、その所有者に対し最長10年間

確実に保障するものです。

　この制度に登録される住宅は、

その重要な部分について住宅保証

機構の現場審査を受け、完成後は

住宅保障機構に登録され「住宅性

能保証基準」に基づいた「保証書」

カご発行＝されます。

※詳しくは、宮城県住宅管理セン

ター智0222－65－3605へお問い合

わせください。

隆

ー
、つ

扁臼霜市貯》’㌢』、

〉5月2日　前夜祭

　　　3日　本祭

ハ　　／

　なお、従釆からの融資限度額と

貸付利率は金融機関の協力によっ

て昭和61年4月1日から次のとお

り改正されました。

※融資の申し込みは白石商工会議所へ。

制　度　名

中小企業振典資金

〃

小企業小口資金

〃

資金使途

運転資金

設備資金

運転資金

設備資金

融資眼度額

500万円

500万円

200万円

200万円

貸付期間

3年

5年

3年

年つ
」

金　　利

6，7％

6，7％

6．7％

6，7％

　l 　 　 I　F　 　　 　 　 　I 1㌧

官公庁だより
ll一い　， 　 　 　・・「一　l　 　lほ1「一 　

　　　　　　　　　　げ　　　　ド　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　ペド　　で　　　　　　　戸　　　1　　　〆rL一　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　大河原税務署

　税務署長の行った税額の更正や

決定、あるいは財産差押えなどの

処分について納得がいかない方の

ために、税務署長に対する「異議

申立て」や国税不服審判所長に対

する「審査請求」などの制度があ

ります。詳しくは、最寄りの税務

署や仙台国税不服審判所ao222－

21－7561にお』尋ねください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　で

　　　　　　　　P同二iゴ旬，7

　　　　　　　　大河原税務署

　昭和61年1月1日以後に預け入

れる預貯金に対するマル優などの

手続きが変わりました。

　預貯金の口座を開設する場合に

は、住民票の写し、印鑑証明、健

康保険証、年金手帳、運転免許証

などを提示して、住所、氏名及び

生年月日の確認を受けなければな

らないことになりました。

　これらの手続きをしない預貯金

の利子には所得税がかかります。

　詳しくは、最寄りの税務署や税

務相談室へどうぞ！

＜利子の非課税制度＞

種 類

111

（2）

σ
｝

＠

マ　ル　優

特別マル優

イ郵便貯金（国を除く1
ロ住宅積立郵便貯金

財形貯蓄
財形年金貯蓄

3瞬鰍度額

300万円

300万円

300万円

50万円

あわせて

500万円

※サラリーマン以外

　合　計　　　　950万円

※サラリーマン

　合　計　　　1，450万円

茶摘み

ブ8



カメラ・ニューズ 休日急患当番医
　　　　　　　　　　卜　　1

　　　　　　　　　　…

’』

　“こけしの里”に緑のベルト

このほど、弥治郎地区（鎌先温
泉のこけし橋の先から約1．5km）
の県道沿いに紅葉の美しいナナカ
マド約100本と、常緑樹のネズミ
モチ約4000本のグリーンベルトが
設けられ、“こけしの里”を訪れる
温泉客らの散策コースとして親し
まれています。

月日
5／3

4
5

11

18

25

6／1

内 科

三享甫クリニック　（5）6854

加藤（司）医院（5）2001

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

広瀬医院（5）0238

大沼医院（5）2502
三才甫クリニック　（5）6854

外 科

加藤（大）医院（6）2653

刈田病院（5）2145
堤　医　院（5）1181

朝倉病院（5）2101

斎藤医院（5）1222

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5）2145
※都合により変更になる場合もあります。
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　　　　顯薩幽耳
　　　ひと休み運動
　4月15日、国道4号線県境越河
地区で「ひと休み運動」が展開さ

れました。ドライバーには乳酸飲
料や花の種などが、安全運転と事
故防止を願い地区安全協会白石支
部・越河支部、交通安全母の会の
会員などにより渡されました。
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人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
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身障者
相　　談
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所場

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

星篇難

同 上

自石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

自石市役所

4階会議室

臼石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇用

差別待遇問題等
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国
の
困
望

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業斡旋。

来談される方は、事前に福

祉協議会5－2111にご連絡

ください。

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売

買に関する税金、法

人の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者精薄者の
生活、職業、結婚等
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